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大阪ATCグリーンエコプラザ 住宅における脱炭素社会の実現に向けて

全ての住まいに健康・快適で
電気代も安⼼な暮らしを届けよう

冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安⼼

地球の未来も安⼼⽇本も元気に地域が元気に

真の脱炭素には住宅・建築の改善が不可⽋です！

電気代を間違いなく安くできる確⽴された技術は３つだけ！
熱と空気の勝⼿な出⼊りを減らす

断熱・気密
少ない電気で熱・光をまかなう

⾼効率設備
住宅で唯⼀現実的な再エネ

太陽光発電

暖かく涼しい
健康な暮らしに
絶対不可⽋！

苦労を重ね
技術を磨いた
「いぶし銀」

かつては
省エネの要

効率向上頭打ち
暖冷房は

建物性能との
マッチングが重要に

電気そのものを作る
最強の「⾶び道具」
でもなぜか嫌われる

蓄電池との
組み合わせは最強
電気代ゼロ実現！

外⽪強化で暖冷房負荷削減 ＋ 暖冷房設備最適化 ＋ 太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ
熱と空気の勝⼿な出⼊りを減らす

断熱・気密
少ない電気で暖冷房・給湯

⾼効率設備
家の屋根で炭素ゼロの電気・熱
太陽エネルギー活⽤

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の⽇本では絶賛停滞中・・・



1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

⽇本の家電メーカー
世界市場で惨敗

効率頭打ち
新ネタ枯渇

急速に普及した
クーラー
エアコンの

⾼効率化が進む

⽩物や情報家電
⽇本メーカーの
省エネは世界⼀に

2001年世界初の
ヒートポンプ給湯機
エコキュート誕⽣

家電・設備の
「⻩⾦期」

LED照明の
実⽤化には
⽇本の貢献⼤

断熱すると
家が腐るぞ〜

⽇本の家に
断熱気密なんて
とんでもない！

1999年の
断熱等級４以降は
ほったらかし

⽇本の省エネは
1970年代の

オイルショックから！

まじめに住む⼈のことを考える
作り⼿の努⼒のおかげで

断熱・気密は「いぶし銀」に

断熱の技術は
寒冷な

北海道から！

サンシャイン計画などで
太陽熱・太陽光の
研究が始まる

⽇本の太陽光発電
世界のトップランナーに

最強の「⾶び道具」として
普及を⽬指すも・・ ⽇本企業

世界市場で惨敗

原発事故以降に
固定価格買取制度FIT導⼊も

太陽光バルブ崩壊
アンチがあふれる国に転落

へっオレは
納得してない
けどな〜

①断熱・気密の⼒
熱や空気の勝⼿な出⼊りを防いで

室内の温度を整え
暖冷房に必要な熱を減らす

②パッシブの⼒
窓の設計で

太陽の熱を制御し通⾵も活⽤
換気設備も上⼿に選択

④⾼効率と制御の⼒
少しの電気で

熱・空気・光をまなかう

⑤太陽光発電の⼒
⾃然エネルギーから

タダでCO2フリーの電気を作る

LED
照明

エコの⼒をフルに使えば絶⼤な効果を発揮する！

夏も冬も
健康快適

空気が
キレイ

電気代も
安⼼

③空調の⼒
暖冷房と換気設備を
上⼿に組み合わせて
室内環境を健康快適に

外皮の断熱性能
断熱等級６以上

外皮の気密性能
相当隙間面積C値

１以下

高効率設備
＋

太陽光発電
＋

蓄電池

目標１：健康・快適な室内環境
↓

空気温度・放射温度・空気質・明るさを確保

目標２：脱炭素化・エネルギーコスト削減
↓

系統からの買電量の削減が重要

開口部（窓＋付属物）の
適切な設計・操作

眺望

日射
取得

プライ
バシー

採光

通風

日射
遮蔽

窓の適切な設計・操作は、年間を通した「健康・快適」な室内環境と「脱炭素」の両立に極めて重要

太陽光発電 太陽熱

１年中必要（特に夜）

太陽エネルギー
住宅レベルで唯⼀現実的な再エネ

暖房
冬だけ⼤量に必要（特に夜）

屋根で集熱

蓄熱 昼に吸熱
夜に放熱

エコキュート
昼間に沸上
お湯を貯める

給湯
１年中必要（特に冬の夜）

夏の昼に必要

エアコン

冷房

照明 家電

蓄電池
太陽光の電気を
昼間に貯めて
夜に放電する

暖房
冬の夜に必要



新築の⼾建・マンションは
最⾼の性能を！ 既存住宅の

性能向上が重要に

⽇本でどこでも誰もが冬暖かく夏涼しく
電気代も安⼼に暮らせるために住宅の断熱・省エネの向上が不可⽋！

ただし価格⾼騰がネックに

⾼性能賃貸の
ニーズも

⾼まっている

③エコの⼒①間取りとデザインの⼒ ②構造の⼒

⑤豊かになる⼒④⻑持ちする⼒

住む⼈がずっと幸せに暮らせてみんなも豊かになる

住まいが備えておきたい５つの⼒

冬暖かく
夏涼しく

健康快適に
暮らせて

電気代も
安⼼

⾼性能な家に
お⾦が回る

仕事が増えて
地域が豊かに

住む⼈が豊かに
なるのはもちろん

⽊造なら
いつまでも修繕できる

次の世代に
引き継げる家を！

地球の未来も
明るく！

⾒た⽬・動線・収納
キャッチー→本質
敷地を活かす

～2030年

「ZEHレベル」
断熱等級５

１次エネ等級６を
適合義務化

新築戸建６割に
太陽光発電

2025年

断熱等級４
（1999年の断熱）
１次エネ等級４

（2012年の設備）
適合義務化

地域が独自に
上位基準設定可

2024年

省エネ性能
表示開始

省エネ30%減
再エネ込50%減

断熱等級７
目安光熱費

2024年に建つ家には

2050年の
カーボンニュートラルに

貢献するレベル

2100年にもきっと
誰かが住んでいる

2100年に暮らしている人から
「立派な家を残してくれてありがとう」

と言ってもらえるエコハウスを
みんなで作っていきましょう



住宅・エネルギーに
真⾯⽬に取り組んでいる⾃治体

家を買っても借りても
安⼼して健康快適な

暮らしができますよ！

買って良し！ 借りて良し！
貸して良し！

建てて良し！

住宅・エネルギーに
不真⾯⽬な⾃治体

家なんて
不動産屋やハウスメーカーに
好き勝⼿にやってもらうのが

⼀番じゃ！ハッハッハ

切り刻んだ⼟地に
安普請の家

冬寒く
夏暑く

電気代に
苦しむ

地域はますます
貧しく

脱炭素なんて真⾯⽬にやって
どうすんの？

住⺠は住⺠税さえ収めれば
こっちは⽤はないっての！

⾃然の恵みで
地域全体が

ますます豊かに！

低断熱・低気密×ストーブ採暖 ＝ 「不快と不健康のデパート」

断熱不足
↓

熱負荷増大
高温空気が必要に
暖房費も高額に

気密不足
↓

冷気が下から流入
暖気が上から流出

床下の冷気が侵入するので
床表面や足元が冷たい

特に窓の
断熱・気密が
不足している

在室時のみ暖房
↓

放射温度が低いまま
高温空気が必要に

ストーブ採暖
↓

空気を汚し
水蒸気が結露

ダニカビの原因に



https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/basic‐knowledge/basic‐knowledge_20231202_01.html

③屋根・天井が弱い

②床が弱い

①窓が弱い

←夏の弱点

←夏・冬の弱点

←冬の弱点

④壁が弱い ←冬の弱点

効果と工事のしやすさを考えると
①窓→②床→③屋根・天井→④壁
という優先順位がよさそうな感じ。
後は手間やお金とかと相談ね！

家の中が「冬寒い」「夏暑い」のは
「窓」「床」「屋根・天井」「壁」の

断熱・気密が足りていないからなんだ。
特に「窓」や「床」は重要だね。
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8⽉平均気温 8⽉湿球温度 8⽉最⾼気温 真夏⽇ 猛暑⽇ 熱帯夜

猛暑日 日最高35℃以上
1920年代0日→2020年代13日

13日増加

８月最高気温
1920年代34.8℃→2020年代37.2℃

2.4℃アップ

８月平均気温
1920年代26.1℃→2020年代28.3℃

2.2℃アップ

夏の暑さはどんどん厳しくなっている（東京 10年ごとの推移）

熱帯夜 日最低25℃以上
1920年代3日→2020年代28日

25日増加

今年は猛暑日２1日！

③屋根・天井が弱い

②床が弱い

①窓が弱い

←夏の弱点

←夏・冬の弱点

←冬の弱点

④壁が弱い ←冬の弱点

効果と工事のしやすさを考えると
①窓→②床→③屋根・天井→④壁
という優先順位がよさそうな感じ。
後は手間やお金とかと相談ね！

家の中が「冬寒い」「夏暑い」のは
「窓」「床」「屋根・天井」「壁」の

断熱・気密が足りていないからなんだ。
特に「窓」や「床」は重要だね。

学校A 教室１ 07/18（外気温最高38.2℃）
天井の表面温度

白いので40℃以上
最高で42℃に達している

遠赤外線画像
表面温度を色で可視化



天井が無断熱なので
屋根の太陽熱が

そのまま室内に侵⼊

⽇射遮蔽がないので
窓への⽇射が

そのまま室内に侵⼊

無断熱・無換気の教室は危険な暑さで空気も汚れている！
エアコン電気代の負担も⼤きくCO2もいっぱい出しています

外気が⾼温で
窓開けができず

換気不良

エアコンをつけても
室内は涼しくならない！

天井を断熱して
屋根からの日射熱を

防ぐ

内窓や付属物で
窓への日射の

室内侵入を防ぐ

断熱改修で教室を涼しく空気もキレイにできます
エアコン電気代も節約できCO2も減ってすごくお得です

デマンド換気で
換気量を確保し
キレイな空気と

涼しさと
を両立

27

グラスウールの
ホットプレート焼き

熱の勝手な出入りを断ち
表と裏に温度差を作り出すのが「断熱」

窓アルミ反射・天井断熱（冷房時）窓カーテン・天井断熱なし（冷房時）

断熱と
換気設備で
健康快適で
省エネに！



地球と⼈に悪いことは⾼くつく 地球と⼈に良いことは安くつく

地球と⼈に悪い家は価値を失う 地球と⼈にやさしい家にお⾦が回る

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001426092.pdf

⾯倒な太陽光とかZEHとか
国交省に押し付けたから

ウチは万々歳
太陽光６割はどうしたものやら

もうこれでウチは
いっぱいいっぱいです
なにとぞご勘弁を〜

〜ん、これで
脱炭素になるのかな〜

32



35

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai8/siryou1.pdf



38ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス実証事業調査発表会2023

注⽂・建売合計では
太陽光ありZEHの⽐率は２割程度と低迷

中⼩⼯務店の搭載率は極めて低い

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001622615.pdf

我々は
省エネ20%の

「ZEH⽔準」で
2050年まで

引っ張りますよ！



https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001614831.pdf

断熱等級５＋１次エネ等級６

断熱等級５＋１次エネ等級６

断熱等級４＋１次エネ等級４

太陽光発電のない
⻑期優良住宅で

満額100万円がゲットできる！
太陽光抜きの「ZEH住宅」で

80万円もらえる！
太陽光ありのZEH補助⾦55万円

利⽤が急減！？

44

断熱等級５
「ZEH水準の断熱」というとすごそうだけど

全然大したことはありません！



地域区分 １地域 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 ６地域 ７地域
代表都市 ⼣張 札幌 盛岡 秋⽥ 仙台 東京・⼤阪 ⿅児島
1⽉の平均気温 -9.4 -5.5 -2.1 -0.7 2.1 4.8 7.6

建築物省エネ法 等級２ 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35
等級３ 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81
等級４ 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87
等級５ 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60

性能表⽰制度 等級６ 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46
等級７ 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26

「ZEHレベル」の断熱等級５は４〜７地域で同じUA値0.60
基準ごとの外⽪平均熱貫流率UA値

秋田・仙台・東京・鹿児島が
同じ断熱性能でいいの？

4.2GJ8.9GJ12.7GJ23.9GJ

冬に天気がいい「暖かいと誤解しやすい地域」こそ要注意！



気密も必要な鳥取県の性能基準

 現行基準にはない指標である気密性能

 断熱性能については仕様の変更で対応可能だが、気密は施工方法や測定費用がかか
るなど、高気密に取組んでいない工務店には大きなハードルになることを懸念

 一方、気密は最低限１．０を確保すべきというのがワーキングメンバーの総意

⇒工務店等に対して技術研修等でフォローを行うことを確認したうえで

Ｃ値１．０以下とする基準値を採用

とっとり健康省エネ住宅性能基準ZEH
(ゼッチ)

国の
省エネ基準

区分
T-G3T-G2T-G1

優れた快適性
を有する

最高レベル

経済的で快適
に生活できる

推奨レベル

冷暖房費を抑え
るために必要な

最低限レベル

2020年標準
政府推進

次世代基準
(H11年)

基準の説明

0.230.340.480.600.87断熱性能 UA値

1.01.01.0――気密性能 C値

約70%削減約50%削減約30%削減約10%削減0%冷暖房費削減率

定額５0万円定額30万円定額１0万円――住まいる上乗せ額

最大１５0万円最大１３0万円最大１１0万円住まいる最大助成額

世界の省エネ
基準との比較 寒 暖

●フランス（0.36）
●ドイツ（0.40）

●英国（0.42）
●米国（0.43）

日本は努力義務
欧米は義務化

●日本
（0.87）

今の
欧米

今の
日本

※「住まいる」とは“とっとり住まいる支援事業”の略称。県内工務店により一定以上の県産材を活用する木造戸建て住宅が対象となる補助金。

推奨のT‐G2は
５地域の

等級6.5レベル！

断熱等級４ 断熱等級５(HEAT20 G1)

断熱等級６(HEAT20 G2) 断熱等級７(HEAT20 G3)

50

遠⾚外線カメラで
表⾯の温度分布から

断熱性能の違いをチェック！

断熱とか気密とかいうけど
本当に⾔うほど

差があるのかしら？

断熱等級４ 断熱等級５(HEAT20 G1)

断熱等級６(HEAT20 G2) 断熱等級７(HEAT20 G3)

床温度16℃ 床温度18℃

床温度22℃ 床温度24℃

断熱を強化すると
⾜元から暖かいのね

これ⾒ちゃうと
断熱等級６以上が
欲しくなるわね〜

51

断熱等級６以上なら
全館連続空調でも

増エネにならないから
電気代も安⼼だね！

断熱等級７ 最強断熱 暖房いりません！

断熱等級６以上が当り前になれば⽇本のみんな暖かく電気代も安⼼に暮らせる！ 52

断熱等級６

断熱等級５

断熱等級４

温度と電気代のバランスを取るには
等級６以上が必要！

ZEHレベルだけど⼤したことなし！

23年前のどうでもいいレベル

断熱等級6.5 温度と電気代のバランスがかなりいい

断熱等級３以下 実質無断熱
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省エネが義務化されている
⼤中規模の⾮住宅は

独⾃に上位基準を義務化しても
まあいいでしょう

（どうせやるわけないけど・・）

省エネが義務化されていない
住宅とかは

勝⼿に上位基準義務化とか
しちゃいけませんよ！

（フライングはダメ！）

義務化されると⾃治体が独⾃基準を制定できる！
某国交省の指令
（技術的助⾔）

2025年からは地域が断熱・省エネを推進する主役に！

54

https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/keikaku/zerocarbon/documents/roadmap202311.pdf

地域区分 １地域 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 ６地域 ７地域
代表都市 ⼣張 札幌 盛岡 秋⽥ 仙台 東京・⼤阪 ⿅児島
1⽉の平均気温 -9.4 -5.5 -2.1 -0.7 2.1 4.8 7.6

建築物省エネ法 等級２ 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35
等級３ 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81
等級４ 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87
等級５ 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60

性能表⽰制度 等級６ 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46
等級７ 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26

地域で独⾃基準を作る場合は
等級６・6.5が多い
基準ごとの外⽪平均熱貫流率UA値



https://www.kita‐smile.jp/kenchiku/post‐675/



とっとりNESTの補助⾦は年度またぎOK 予算⻘天井
県知事の決断で可能に！

熱⾎現場主義
スーパー県職員

↓

63





ZEH⽔準って上から３番⽬じゃん？
なんだ意外と⼤したことないんだ！

暖かく涼しく電気代の⼼配がない暮らしを
今からずっと、すべての⼈に届けよう！

“断熱等級６+αの本物ZEH”で真のゼロエネ達成
楽で楽しく明るい脱炭素住宅を実現しよう！

熱の収⼊
熱取得

暖房
熱負荷

熱の⽀出
熱損失

漏気
熱損失

換気
熱損失

開⼝部
熱損失

壁
熱損失

開⼝部
⽇射熱

照明・家電
内部発熱

暖房設備の効率アップ⽇射熱の
取得量アップ

UA値が
カバーしない
熱ロスも削減！

暖房費ほとんどゼロで
快適な暮らしが
できるのね！



熱の収入を増やす方法も有効です！
一番簡単なのは

窓からの日射熱取得を増やすこと

0
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00:00

01/04
12:00

01/05
00:00

01/05
12:00
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01/06
12:00

01/07
00:00

01/07
12:00

01/08
00:00

01/08
12:00

01/09
00:00

01/09
12:00

01/10
00:00

01/10
12:00

エアコン電⼒ 外気 1Fリビング 1Fトイレ 2Fホール

エアコン電力量
1.6kWh/日

エアコン電力量
4.8kWh/日

エアコン電力量
1.6kWh/日

外気日平均5.9℃
0.4℃～11.4℃

外気日平均3.8℃
‐0.9℃～9.1℃

外気日平均5.5℃
‐2.4℃～11.1℃

外気日平均4.2℃
‐0.3℃～7.8℃

外気日平均5.2℃
3.0℃～9.3℃

外気日平均9.6℃
3.4℃～13.6℃

外気日平均6.1℃
1.0℃～12.4℃

1Fリビング
日平均21.4℃
19.5℃～25.0℃

1Fリビング
日平均21.1℃
19.5℃～25.1℃

1Fリビング
日平均21.0℃
18.8℃～24.4℃

1Fリビング
日平均20.0℃
18.6℃～20.5℃

1Fリビング
日平均21.5℃
20.0℃～22.9℃

1Fリビング
日平均22.8℃
21.7℃～25.9℃

1Fリビング
日平均22.3℃
20.5℃～25.7℃

温度[℃] エアコン電力
[W]

01/04 01/05 01/06 01/07 01/08 01/09 01/10

2020年１月
外気気温平均5.8℃

リビング室温平均21.2℃
消費電力量 43.6kWh/月

暖房費約1,200円/月

建物の力だけで
無暖房は十分に可能！

74

夢建築工房 岸野浩太
私が建てる家の９割は無暖房です

特別な設備に頼らずに
建物本体を高性能化し

太陽などの自然の力活用することで
本当の省エネが実現できます！

照明・家電

創エネ

給湯
冷房

暖房

年間では
消費エネ＝創エネ
でゼロエネでも

季節ごとには
電気が余るor不⾜

消費
エネ

創
エネ

中間期・夏季は
消費エネ＜創エネで

電気が余る

系統に余裕があれば
売電できるが・・

4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3

冬季は
消費エネ＞創エネで
電気が不⾜するので

系統から買電する必要がある

経産省ZEHは
ネット・ゼロエネ

ネットは
「差し引き」の意味

供給＞需要になると
「出⼒抑制」がかかり

系統に売電できず発電がムダに！ 出⼒抑制

冬は系統の発電所から
電気を買う必要があるので

原発や⽯炭⽕⼒を
減らせない！

春～秋の出力抑制で売電が減少
冬の買電はなくならない

↓
ＺＥＨはゼロコストにあらず！

火力発電からの
ＣＯ２排出が
なくならない

太陽光発電

4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3

電気が余る時期は
電気自動車などに

発電を活用し
電気を使い切る

冷房 暖房

春夏秋に発電しすぎず
冬になるべく発電する
年間でフラットとなる
大きめの傾斜角度

給湯

家電・照明

電気自動車

オールシーズンでのゼロエネ化には「冬の無暖房」がもっとも有効！ 76

冬には太陽熱も徹底活用して
暖房にかかるエネルギーを限りなくゼロに！

系統への売電・買電を最小化し
真のエネルギー自立を達成！

系統の発電所も
大幅削減！

電気が不足する「冬の夕方」の節電につながる暖房の省エネは値千金！

消費
エネ

太陽光
発電



77https://www.mlit.go.jp/common/001601996.pdf 4.73.52.31.91.51.1 2.9

★★★★★★
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H‐4H‐5H‐6H‐7H‐8 H‐3 H‐2 H‐1
高断熱 低断熱

旧窓ラベル

新窓ラベル

★★★★

JIS断熱等級

３層Low‐E
樹脂

0.90

２層Low‐E
樹脂

1.31

２層Low‐E
アルミ樹脂

1.89

単板
アルミ

6.51

２層普通
アルミ

4.07

２層Low‐E
アルミ

3.49

ガラス
サッシ
Uw値 2.08

P(SS) S A B C ED

外気0℃時の
室内側表⾯温度

補助事業の
断熱グレード

先進的窓リノベ事業の対象は原則A以上 国交省事業では低断熱窓も補助対象

窓の熱貫流率
Uw値W/(㎡・K)

２層Low‐E
アルミ樹脂（防火）

2012年度
実績 4.04

TR2030目標 2.06

2020年度
実績3.38

TR2022目標3.75
トップランナー制度の
目標値と市場実績

TR2022の
目標が低すぎ

市場実績が先行

国交省事業では
低断熱窓にまで

補助対象に

「複層」の
断熱効果は

わずか

グラスウール換算 6mm10mm11mm19mm21mm31mm44mm

79https://www.mlit.go.jp/common/001601996.pdf



標準設計①〜④

最適設計⑤

間⽋空調 断熱等級６は
窓のパッシブ設計と組み合わせると

絶⼤な⼒を発揮します！



HEMS
住宅全体の消費電⼒量

太陽光発電量・売電・買電
エアコンの消費電⼒量

59.8 
41.6  44.9 
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基準値 設計値 基準値 設計値 基準値 設計値 基準値 設計値 基準値 設計値

WEBプロ 実績 WEBプロ 実績 WEBプロ 実績 WEBプロ 実績 WEBプロ 実績

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
[G
J/
年
]

その他 エアコン夏期 エアコン冬期

床⾯積/UA値 92㎡/0.31 111㎡/0.33 108㎡/0.30 137㎡/0.31 174㎡/0.30

地域区分/⽇射区分 5地域/A3 5地域/A4 6地域/A4 5地域/A4 5地域/A4
住⼾01 住⼾02 住⼾03 住⼾04 住⼾05

WEBプロの
基準値は
断熱等級４

＋
2012年ごろの
標準設備
で予想される

エネルギー消費量

WEBプロの
設計値は
設計物件の
外⽪性能

＋
設備

で予想される
エネルギー消費量

⾼断熱＋⽇射取得＋エアコン１台
バランスよく設計されたエコハウスでは

暖房の消費エネの実績値が
WEBプロの設計値を

はるかに下回っている！

暖房の実績は
設計値より
69%減

89%減 63%減 65%減 86%減BEI
0.54

BEI
0.50 BEI

0.57

BEI
0.60

BEI
0.58

冷房エネ消費 暖房エネ消費

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実際の
エネルギー
消費の
計測値

電気代を間違いなく安くできる確⽴された技術は３つだけ！
熱と空気の勝⼿な出⼊りを減らす

断熱・気密
少ない電気で熱・光をまかなう

⾼効率設備
住宅で唯⼀現実的な再エネ

太陽光発電

暖かく涼しい
健康な暮らしに
絶対不可⽋！

苦労を重ね
技術を磨いた
「いぶし銀」

かつては
省エネの要

効率向上頭打ち
暖冷房は

建物性能との
マッチングが重要に

電気そのものを作る
最強の「⾶び道具」
でもなぜか嫌われる

蓄電池との
組み合わせは最強
電気代ゼロ実現！

外⽪強化で暖冷房負荷削減 ＋ 暖冷房設備最適化 ＋ 太陽光発電



エアコン単体の効率向上は頭打ち
これからはエアコンの効率を活かす

使い方の工夫が肝心に

熱の支出
「熱損失」

暖房設備の
「消費電力量」

暖房の熱負荷

暖房設備の
エネルギー効率

＝

内外
温度差

暖房にかかる
「電気代」 ＝

暖房設備の
消費電力量

×
買電
単価

UA×
外皮
面積

建物からの
熱の逃げやすさ ×

外皮平均
熱貫流率

換気
漏気の
熱損失

壁や窓からの熱貫流

+

＝

熱収支の赤字
「熱負荷」

熱の収入「熱取得」
内部発熱・日射熱取得

熱の収入

熱の支出

赤字

太陽光
発電ー

＝
熱の支出
熱損失

－

←小 暖冷房の熱負荷 大→

エアコンの
エネルギー効率
（電気１→熱？）

←

高

効
率

低→

定格能力の50%～90%あたりに
効率のピークがある

（ここをメインで使いたい）

フルパワー領域は
効率が低下し
電気を喰う

低負荷領域は
効率が低下

超低負荷では能力を絞り切れず
断続運転になり

効率が大きく低下

←小 暖冷房の熱負荷 大→

←

高

効
率

低→

エアコンの
効率カーブ

負荷の発生頻度

部屋ごとに低負荷で
長時間運転

長時間＆低効率
消費電力を無駄に消費

立ち上がりフルパワー時
大量の熱負荷＆低効率

消費電力大

間欠運転＆個別エアコン

発生
時間



←小 暖冷房の熱負荷 大→

←

高

効
率

低→

エアコンの
効率カーブ

負荷の発生頻度

部屋ごとに低負荷で
長時間運転

長時間＆低効率
消費電力を無駄に消費

２４時間運転＆個別エアコン

発生
時間

各部屋の熱負荷を
１台でまかなうと
小さな熱負荷が

ちょうどよくまとまる

２４時間運転＆全館空調

リビング

住戸全体

寝室

子供部屋個室

←小 暖冷房の熱負荷 大→

←

高

効
率

低→

ほとんどの運転時間が
効率のピーク領域に

おさまるので
少ない電気で

たくさんの熱を生み出せる！

少ない電気で
２４時間家中暖かく！

２４時間運転＆全館空調

発生
時間
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快適な冷房を実現するには、冷房の熱負荷を減らすことが⼀番効果的 外スクリーンは簡便だが⽇射遮蔽効果は⼤きい

99

窓からの
⽇射熱

熱の侵⼊
熱取得

照明・家電
内部発熱

⼈体
発熱

換気
顕熱

外壁
熱貫流

換気
潜熱

エアコンや全館空調で
一般的な風量 600㎥/h

冷気や温度ムラを抑える10℃差
(室内26℃に対して吹出温度16℃)

処理できる顕熱量
600 ㎥/h×10℃÷3 = 2000W

屋外の日射は
800W/㎡に
達する！

人体発熱
1人あたり

顕熱
60W

４人家族の
家電・照明
10kWh/日
≒400W

外気36℃ 60% (23g/kgDA 95kJ/kgDA)
室内26℃ 60% (13g/kgDA 58kJ/kgDA)

換気量150 ㎥/h
換気顕熱

150 ㎥/h×10℃÷3 
= 500W

潜熱
150 ㎥/h×10g×0.6 

= 900W
内
部
発
湿

エアコン１台で冷房するには「内部発熱の削減」と「⽇射遮蔽」をがんばる必要あり 100

人に気流感を
与えない

室内全体を
温度ムラなく

快適な空調の２条件

空気を大きく回したい 空気を人に当てない
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https://aplug.ykkap.co.jp/communities/112

熱と空気の勝⼿な出⼊りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

⾼効率設備
⾃然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の⽇本では絶賛停滞中・・・

家の電気代を安くするのに
太陽光より強⼒な⼿段は

ないのです

104



105
国の公式目標

断熱等級４＋１次エネ等級４
1999年の断熱＋2012の設備

建築物省エネ法の義務基準に

2025年度に適合義務化
（2024年度に住宅ローン減税要件）

「ZEHレベル」の
断熱等級５＋１次エネ等級６を
建築物省エネ法の誘導基準に

遅くとも2030年度までに
適合義務化

新築戸建の６割に太陽光発電

106ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス実証事業調査発表会2023

注⽂・建売合計では
太陽光ありZEHの⽐率は２割程度と低迷

中⼩⼯務店の搭載率は極めて低い

このままのペースでは
「2030年 新築⼾建の６割に太陽光」

国の⽬標は到底達成困難
普及のブースト策は不可⽋

108

国がサボっているから⾃治体が頑張るしかない
⾼断熱は

⿃取県がリード
東京都が太陽光の

設置義務化
京都府が太陽光の

説明義務化
⻑野県が

⾼断熱義務化？
川崎市も太陽光の

設置義務化

太陽光の普及は国の責任
2030年⽬標

新築⼾建の６割に
太陽光発電搭載

↑
これは国の公式の⽬標で

国交省に責任



系統を利⽤すれば
⾼額な託送料⾦が

⼀律でかかる

屋根載せ太陽光
⾃家消費なら
託送料⾦ゼロ
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111https://www.mlit.go.jp/common/001582580.pdf 112

売電を除外する
⾮現実的な試算
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太陽光の売電収⼊を無視して
ペイバックタイムを過⼤に評価

114https://pv-planner.or.jp/jppa/img/tokyo_HTT.pdf

東京都太陽光発電設置 解体新書などでは独⾃の経済性評価

太陽光発電が
ない場合

太陽光発電が
ある場合

売電収⼊を
考慮した場合

電気代
14,139円/⽉

(351kWh/⽉)

電気の購⼊
（買電）

約37.8円/kWh

電気代
8,657円/⽉
(281kWh/⽉)

⾃家消費
5,393円/⽉

売電収⼊
3,400円/⽉

17円/kWh

売電 ：⾃家消費
６ :     ４

200kWh:133kWh
5,257円/⽉

容量4kWの太陽光発電を
載せれば⽉々8,197円

年間では9.8万円お得！

毎⽉の電気代相当額
太陽エネルギーで
電気そのものを作る
太陽光は強⼒！

太陽光発電量
333kWh/⽉

蓄電池導⼊なら
⾃家消費をふやせ
さらにお得に！

電気は売るより
買う方が高い

自家消費を増やすと
さらにおトク！

タダの電気を使える屋根載せ太陽光は最強 ⾃家消費を増やすのがカギ
蓄電池

電気のまま貯める「蓄電」は
自家消費に最適

コストと耐久性が課題

深夜充電だと意味ないので
必ず昼間充電モードで！

ハイブリッド給湯機

昼間の太陽光でお湯を作り
タンクに「蓄熱」して夜使う

ガスのバックアップで湯切れなし

ガス石油機器工業会JGKA規格

エコキュート

夜間蓄熱式機器なので
これまでは深夜電力で

もっぱら沸き上げ
↓

新たに昼間沸き上げ形の
おひさまエコキュート登場！

太陽光の電気を⾃家消費するには、「蓄電」と「蓄熱」が有効！
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太陽光パネル1kWあたりの
年間発電量[kWh/年]の実績値

出展：ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス実証事業調査発表会2021
都道府県ごとのエネルギー消費量及び創エネルギー量 実績データ
https://sii.or.jp/zeh/conference_2021.html

東京
1,125kWh/年

年間発電量の実績 近畿は東京より発電⼤！

全国平均 1,205kWh/年

兵庫
1,290kWh/年

⼤阪
1,241kWh/年

和歌⼭
1,386kWh/年

奈良
1,212kWh/年

京都
1,183kWh/年

枠割増

普通の家 ⾼性能住宅

⾼性能の家は電気代安いから
その分を収⼊合算して
貸出枠を増やしますよ！

貸出枠が増えるのなら
断熱も太陽光も
やるしかねえっ

てもんよ！
ウチもしっかり

稼がせてもらいますぜ

太陽光設置を⽀援する住宅ローンの割増は⾮常に有効 Bank in Okinawa already introduced Loan premium for ZEH



地球と⼈に悪いことは⾼くつく 地球と⼈に良いことは安くつく

地球と⼈に悪い家は価値を失う 地球と⼈にやさしい家にお⾦が回る

冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安⼼

地球の未来も安⼼⽇本も元気に地域が元気に

真の脱炭素には住宅・建築の改善が不可⽋です！

①断熱・気密の⼒
熱や空気の勝⼿な出⼊りを防いで

室内の温度を整え
暖冷房に必要な熱を減らす

②パッシブの⼒
窓の設計で

太陽の熱を制御し通⾵も活⽤
換気設備も上⼿に選択

④⾼効率と制御の⼒
少しの電気で

熱・空気・光をまなかう

⑤太陽光発電の⼒
⾃然エネルギーから

タダでCO2フリーの電気を作る

LED
照明

エコの⼒をフルに使えば絶⼤な効果を発揮する！

夏も冬も
健康快適

空気が
キレイ

電気代も
安⼼

③空調の⼒
暖冷房と換気設備を
上⼿に組み合わせて
室内環境を健康快適に

外皮の断熱性能
断熱等級６以上

外皮の気密性能
相当隙間面積C値

１以下

高効率設備
＋

太陽光発電
＋

蓄電池

目標１：健康・快適な室内環境
↓

空気温度・放射温度・空気質・明るさを確保

目標２：脱炭素化・エネルギーコスト削減
↓

系統からの買電量の削減が重要

開口部（窓＋付属物）の
適切な設計・操作

眺望

日射
取得

プライ
バシー

採光

通風

日射
遮蔽

窓の適切な設計・操作は、年間を通した「健康・快適」な室内環境と「脱炭素」の両立に極めて重要



太陽光発電 太陽熱

１年中必要（特に夜）

太陽エネルギー
住宅レベルで唯⼀現実的な再エネ

暖房
冬だけ⼤量に必要（特に夜）

屋根で集熱

蓄熱 昼に吸熱
夜に放熱

エコキュート
昼間に沸上
お湯を貯める

給湯
１年中必要（特に冬の夜）

夏の昼に必要

エアコン

冷房

照明 家電

蓄電池
太陽光の電気を
昼間に貯めて
夜に放電する

暖房
冬の夜に必要

③エコの⼒①間取りとデザインの⼒ ②構造の⼒

⑤豊かになる⼒④⻑持ちする⼒

住む⼈がずっと幸せに暮らせてみんなも豊かになる

住まいが備えておきたい５つの⼒

冬暖かく
夏涼しく

健康快適に
暮らせて

電気代も
安⼼

⾼性能な家に
お⾦が回る

仕事が増えて
地域が豊かに

住む⼈が豊かに
なるのはもちろん

⽊造なら
いつまでも修繕できる

次の世代に
引き継げる家を！

地球の未来も
明るく！

⾒た⽬・動線・収納
キャッチー→本質
敷地を活かす

住宅・エネルギーに
真⾯⽬に取り組んでいる⾃治体

家を買っても借りても
安⼼して健康快適な

暮らしができますよ！

買って良し！ 借りて良し！
貸して良し！

建てて良し！

住宅・エネルギーに
不真⾯⽬な⾃治体

家なんて
不動産屋やハウスメーカーに
好き勝⼿にやってもらうのが

⼀番じゃ！ハッハッハ

切り刻んだ⼟地に
安普請の家

冬寒く
夏暑く

電気代に
苦しむ

地域はますます
貧しく

脱炭素なんて真⾯⽬にやって
どうすんの？

住⺠は住⺠税さえ収めれば
こっちは⽤はないっての！

⾃然の恵みで
地域全体が

ますます豊かに！

2100年に暮らしている人から
「立派な家を残してくれてありがとう」

と言ってもらえるエコハウスを
みんなで作っていきましょう


